











































































第 1回 42号 初級後半
受身（1）Nは Nに Vられる
Nは Nに Nを Vられる
ヴォイス・受動態・有情の受身・視点
第 2回 43号 初級後半
受身（2）Nは Nに Vられる
Nは Nに Nを Vられる
ヴォイス・受動態・非情の受身・視点









第 5回 46号 初級後半
Vてきた・Vていく アスペクト・視点、変化
第 6回 47号 初級後半
Vている アスペクト・結果の状態・動作の継続
第 7回 48号 初級後半～中級前半
V1ために V2/V1ように V2 目的・意志性・複文
第 8回 49号 初級後半
Vたら～ 意志性・複文・過去・アスペクト
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読者の取得級 難しい 普通 簡単
1級 0 50 15
2級 6 39 11
3級 13 22 5
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にとると、研修修了時に行った日本語能力試験模擬試験の結果から見た研修生のレベルは以下のとおりで




























第 8回 鴻上尚史『ドン・キホーテのロンドン』（扶桑社 2001）、26
第 9回 先崎学『まわり将棋は技術だ』（文藝春秋 2003）、179




（15）7名の内訳は、非母語話者日本語教師 5名（日能試 1級取得者 1名、2級取得者 2名、3級取得者 1名、
不明 1名）、海外に在住する日本語母語話者教師 2名（うち、1名は所属機関の大学で学部生対象の日本語
授業と、非母語話者教師のための研修を担当）である。
1級 2級 3級 4級 計




（17）「文法の明示的知識（explicit knowledge of grammar）」とは「整理され組織化された文法知識」を指し、「文
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